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私たちの住む社会では、社会通念の上で「差別」はしてはいけないことになっています。　
法律の上でも日本国憲法第14条で差別を受けない権利が国民にはあるとされています。　　　　　　　　　　　　障害者基本法の第3条にも「差別を禁止する」という一言が入っています。
しかし、実際に障がい者が受ける様々な「いやな思い」や「くやしい思い」など、障がいのない人と違う取り扱いや不利な取り扱いを受けることがあります。

平成２８年４月1日から障害者差別解消法が施行され、今まで不平等だな、いやだな、と思ってきたことの差別かどうか判断できる基準が、イメージとして見えてきました。
私たち障がい者が直面している様々な日常生活上の問題の解決は、根深く残っている障がい者への差別や偏見など、個人個人の意識を抜きにして考えられません。
基準となる障害者差別解消法は、社会に住む全ての人達に「差別」とは何かをはっきりと示すことができ、それに基づいて人々が行動するという社会的ルール＝社会規範となります。
同じく４月１日に施行された「障がいのある人もない人も共に歩む社会づくり山形県条例」が目指す心のバリアフリー推進もまた、障がいのある人ない人の互いを思いやる心、認め合う心などの相互理解にかかっています。
　
　　　　　


【日 時】平成２８年１１月５日（土）


午後１：３０ ～ ４：３０ ／ 入場開始 午後１：００


【会 場】山形市霞城セントラル「山形市市民活動支援センター（２３階）」


～　入場無料　～


【講 師】田　丸  敬一朗 氏 ＝  ＤＰＩ日本会議事務局長補佐（東京都）


　　　　　　　   　　　　　　　　　 　　　（障がい：先天性全盲）


　　　　 　　       　　　　　　　　　　


�　





※DPI：Disabled Peoples' International（障害者インターナショナル）の略です。


1981年、国際障害者年を機に、身体、知的、精神など、障害の種別を超えて自らの声をもって活動する障害当事者団体として設立されました。


世界本部はカナダのニューファンドランドにあり、現在加盟団体は世界120カ国以上あります。諮問資格を持つ障害当事者による国際NGO（非政府組織）として活動、1986年のDPI日本会議発足の原動力にもなりました。








主 催 ／ 障がい者自立生活センター・ほっとらいふ」


後 援 ／ 全国自立生活センター協議会（東京都八王子市）・ＮＰＯ法人 有償移送サービス、ハート・ルート


　　　　 問い合わせ先 ／「自立生活センター・ほっとらいふ」 担当：梅津　齊藤


〒999-4112    北村山郡大石田町緑町１３－１５サンコーポ・グリーン５０３号


ＴＥＬ：０２３７－３５－５５１０　／　ＦＡＸ：０２３７－５３－００８０


　








